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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第７号の規定に基づき、平

成28年３月15日に提出した会社分割に関する臨時報告書の内容につき、吸収分割契約の内容が確定いたしましたので、

金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、本臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

訂正事項は　　罫で示してあります。

(3)本件分割の方法、本件分割に係る割当ての内容及びその他の吸収分割契約の内容

③その他の吸収分割契約の内容

（訂正前）

本件分割に係る吸収分割契約の内容は、決定次第速やかにお知らせいたします。

（訂正後）

本件分割に係る吸収分割契約の内容は、以下に記載のとおりであります。

 

分割契約書

 

株式会社トリドール（以下「甲」という。）及び株式会社トリドール分割準備会社（以下「乙」という。）は、甲が

営む飲食業（本社・本部管理部門にかかる機能を除き、以下「本件事業」という。）に関して有する権利義務の一部

を、乙に承継させる吸収分割（以下「本吸収分割」という。）に関し、次のとおり分割契約（以下「本契約」とい

う。）を締結する。

 

第１条（吸収分割）

甲は、本契約に定めるところに従い、本効力発生日（第５条に定義する。以下同じ）をもって承継対象権利義務（第

３条第１項に定義する。）を分割して乙に承継させ、乙は、これを承継する。

 

第２条（当事会社の商号及び住所）

本吸収分割を行う当事会社の商号及び住所は、次のとおりとする。

（１）吸収分割会社（甲）

商号：株式会社トリドール

住所：兵庫県神戸市中央区小野柄通七丁目１番１号

（２）吸収分割承継会社（乙）

商号：株式会社トリドール分割準備会社

住所：兵庫県神戸市中央区小野柄通七丁目１番１号

 

第３条（分割により承継する資産、債務、雇用契約その他の権利義務に関する事項）

１．甲は、本効力発生日において、別紙「承継権利義務明細表」に記載の資産、債務、雇用契約、契約上の地位その

他の権利義務（以下「承継対象権利義務」という。）を乙に承継させ、乙はこれを承継する。

２．本吸収分割により、乙が甲から承継する債務については、重畳的債務引受の方法によるものとする。ただし、当

該承継する債務について、甲が履行その他の負担をしたときは、甲は乙に対してその負担の全額について求償する

ことができる。

 

第４条（本吸収分割に際して乙が交付する金銭等）

乙は、甲が乙の発行済株式の全部を保有していることから、本吸収分割に際し、甲に対し、承継対象権利義務に代わ

る金銭等の交付を行わない。

 

第５条（効力発生日）

本吸収分割がその効力を生ずる日（以下「本効力発生日」という。）は、平成28年10月１日とする。ただし、本吸収

分割の手続進行上の必要性その他の事由により必要がある場合は、甲及び乙が協議し合意の上、これを変更することが

できる。

 

第６条（株主総会）

１．甲は、会社法第784条第２項に基づき、本契約について会社法第783条第１項に定める甲の株主総会の承認を得ず

に本吸収分割を行うものとする。

２．乙は、会社法第796条第１項に基づき、本契約について会社法第795条第１項に定める乙の株主総会の承認を得ず

に本吸収分割を行うものとする。
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第７条（善管注意義務）

甲及び乙は、本効力発生日に至るまでの間、善良なる管理者としての注意をもってそれぞれの業務の執行及び財産の

管理、運営を行い、その財産又は権利義務に重大な影響を及ぼすおそれのある行為については、あらかじめ甲及び乙が

協議し合意の上、これを行うものとする。

 

第８条（本吸収分割の条件変更及び本吸収分割の中止）

本契約の締結後、本効力発生日に至るまでの間において、甲又は乙の財産状態又は経営状態に重要な変動が生じた場

合あるいは本吸収分割の実行に重大な支障となる事態が生じ又は明らかとなった場合は、甲及び乙が協議し合意の上、

本吸収分割の条件その他本契約の内容を変更し、又は本吸収分割を中止することができる。

 

第９条（競業避止義務）

甲は、本効力発生日後においても、乙が承継する本件事業に関し競業避止義務を負わないものとする。

 

第10条（本契約に定めのない事項）

本契約に定める事項のほか、本吸収分割に関し必要な事項は、本契約の趣旨に従って甲及び乙が協議し合意の上、決

定する。

 

本契約締結の証として本書２通を作成し、甲及び乙がそれぞれ記名押印の上、各１通を保有する。

 

平成28年４月12日

甲 株式会社トリドール

 兵庫県神戸市中央区小野柄通七丁目１番１号

 代表取締役社長　粟田　貴也

 

乙 株式会社トリドール分割準備会社

 兵庫県神戸市中央区小野柄通七丁目１番１号

 代表取締役社長　粟田　貴也

 

 

（別紙）

承継権利義務明細表

 

乙が甲から承継する資産、債務、雇用契約その他の権利義務は、本効力発生日において甲に属する次の各項記載の権

利義務とする。乙の承継する資産及び負債は、平成27年３月31日を算定基準日とし、同日現在の甲の貸借対照表その他

の計算を基礎とし、これに本効力発生日に至るまでの増減を加除した上で確定する。

 

記

 

１．資産（本件事業に属する資産）

流動資産

本件事業に関連する現金、預金及び営業未収入金

 

２．負債（本件事業に属する負債）

流動負債

本件事業に関連する未払費用（賞与などの未確定債務に係るものを除く）

 

３．契約上の地位等

本件事業に主として従事する従業員との間の雇用契約。なお、当該雇用契約並びに１．及び２．記載のものを除

き、本件事業にかかる一切の契約上の地位及びこれらに基づいて発生した一切の権利義務は承継しない。

 

４．その他

本件事業に関連する一切の許可、認可、承認、登録等のうち、法令上承継が可能なもの。

以　上
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